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長
野
県
上
田
市

の
別
所
温
泉
に
1

泊
２
日
の
旅
を
し

た
。
新
幹
線
の
佐

久
平
駅
で
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
、
小

諸
、
東
御
を
抜
け
て
上
田
に

向
か
っ
た
。
別
所
温
泉
は
東

信
地
方
の
上
田
盆
地
（
上
田

平
）
の
西
側
半
分
を
指
す
塩

田
平
に
あ
る
。
旅
に
持
参
し

た
司
馬
遼
太
郎
の
「
街
道
を

ゆ
く
９
巻
、
信
州
佐
久
平
の

み
ち
、
潟
の
み
ち
」
に
「
別

所
温
泉
を
持
つ
野
は
、
塩
田

平
と
よ
ば
れ
る
。
信
州
ら
し

く
文
字
通
り
高
燥
の
地
で
、

降
雨
量
は
す
く
な
く
、
標
高

は
温
泉
の
あ
た
り
で
６
５
０

㍍
だ
と
い
う
」
と
記
さ
れ
て

い
る
▼
宿
は
有
名
な
北
向
観

音
堂
の
近
く
だ
っ
た
。
こ
の

観
音
堂
は
少
し
離
れ
た
場
所

に
本
坊
が
あ
る
常
楽
寺
の
お

堂
で
、
千
手
観
音
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
様
に

ま
つ
わ
る
伝
説
は
街
道
を
ゆ

く
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
８

２
５
年
に
常
楽
寺
の
丘
陵
の

一
角
で
、
地
鳴
り
を
と
も
な

う
光
明
が
射
す
の
で
、
朝
廷

は
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
を
派

遣
し
た
。
円
仁
が
現
地
で
修

法
を
営
ん
で
い
る
と
、
自
分

の
像
を
刻
ん
で
北
向
き
に
安

置
し
ろ
と
い
う
観
音
様
の
声

が
し
た
の
で
、
円
仁
は
像
を

刻
み
北
向
き
に
設
置
し
た
と

い
う
話
だ
▼
早
起
き
し
て
露

天
風
呂
に
浸
か
っ
て
い
る
と

寺
の
鐘
が
響
い
て
き
た
。
朝

食
時
間
ま
で
１
時
間
あ
る
の

で
北
向
観
音
に
向
か
っ
た
。

円
仁
が
開
い
た
と
さ
れ
る
お

堂
は
木
曽
義
仲
に
よ
り
焼
か

れ
、
そ
の
後
、
源
頼
朝
の
命

で
再
興
し
た
が
、
そ
れ
も
１

７
１
３
年
に
焼
失
し
た
。
現

在
の
お
堂
は
１
７
２
１
年
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
１
９

６
１
年
に
は
大
規
模
改
修
を

行
っ
て
い
る
▼
千
手
観
音
は

衆
生
を
救
う
仏
で
あ
り
、
参

拝
者
は
現
生
の
利
益
を
願
っ

て
祈
る
。
早
朝
な
の
で
誰
も

い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
、
30
分
位
の
間
に
10
人

ほ
ど
の
地
元
の
人
と
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
た
。
観
音
堂
の

穏
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、

こ
の
平
和
こ
そ
現
生
の
利
益

な
の
だ
と
実
感
し
た
。
大
い

に
満
足
し
た
信
州
最
古
の
温

泉
へ
の
旅
だ
っ
た
。

主な記事

◆顧客防衛・拡大策示す
　トーエルは４月20日、ト
ーエル炎友会会員向け研修
会で資源エネルギー庁石油
流通課から講師を招き、無
償貸与・貸し付け配管問題
の議論状況を共有。同社か
ら今後の顧客防衛・拡大策
を提案した。　　　　２面

◆基盤強化とガス外拡大
　エネサンス北海道は４月
21日、札幌市内で開いた販
売店組織のいずみ会で営業
方針を発表した。「顧客・
取引先の基盤」「ガス外収
益」の拡大を通して顧客創
造につなげていく。　５面
◆衣類乾燥機販促を推進
　若松ガスは今年度、200
台を目標にガス衣類乾燥機
の販促に取り組む。コロナ
禍の影響のため、目標を５
年間で「早期１千台達成」
に修正した。　　　　５面
◆特集／最新設備で効率化
　両元産業はタンクローリ
ーの塗装・乾燥とコンポジ
ット容器の耐圧検査後の内
部乾燥を計画的にできる専
用室内ブースを本社敷地内
に設置した。４月から稼働
を始めた。　　　　　14面

中
国
業
界
特
集

中
国
業
界
特
集
20232023
８
〜
11
面

　
政
府
は
４
月
28
日
付
で
２

０
２
３
年
春
の
褒
章
受
章
者

を
発
令
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業

界
関
係
者
か
ら
は
、
長
年
の

産
業
振
興
功
績
を
讃
え
ら

れ
、
福
井
県
石
油
商
業
組
合

理
事
長
で
井
田
ス
ク
エ
ア
社

長
の
井
田
浩
志
氏
が
藍
綬
褒

章
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

井
田
浩
志
（
い
だ
・
ひ
ろ

褒
章

井
田
氏
が
藍
綬

井田浩志氏

し
）
氏
　
１
９
８
８
年
４
月

井
田
石
油
（
現
井
田
ス
ク
エ

ア
）
入
社
と
同
時
に
取
締

役
、
同
年
９
月
常
務
、
97
年

３
月
専
務
を
経
て
、
２
０
０

１
年
10
月
社
長
に
就
任
。
団

体
要
職
で
は
14
年
か
ら
福
井

県
石
油
商
業
組
合
副
理
事

長
、
19
年
11
月
か
ら
小
浜
商

工
会
議
所
会
頭
。
１
９
６
３

年
４
月
６
日
生
ま
れ
、60
歳
。

　
政
府
は
４
月
29
日
付
で
２

０
２
３
年
春
の
勲
章
受
章
者

（
叙
勲
）
を
発
令
し
た
。
国

や
社
会
へ
の
長
年
の
功
績
が

讃
え
ら
れ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界

関
係
者
も
名
を
連
ね
た
。

　
旭
日
大
綬
章
に
は
、
東
京

ガ
ス
元
社
長
で
日
本
ガ
ス
協

会
元
会
長
の

瀬
道
明
氏
、

旭
日
重
光
章
に
は
、
コ
ス
モ

エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
元
代
表
取
締
役
会
長
の

森
川
桂
造
氏
、
旭
日
中
綬
章

に
は
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

元
会
長
で
鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
元
会
長
、
秋
元
ガ
ス

社
長
の
秋
元
耕
一
郎
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　
旭
日
小
綬
章
は
、
富
山
県

石
油
商
業
組
合
理
事
長
で
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
会
長
の
島
竜

彦
氏
、
名
寄
商
工
会
議
所
会

頭
で
藤
田
産
業
社
長
の
藤
田

健
慈
氏
の
２
人
が
受
け
た
。

　
瑞
宝
小
綬
章
に
は
、
通
商

産
業
省
元
官
僚
で
立
地
公
害

局
保
安
課
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
対

策
室
長
や
近
畿
通
産
局
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
を
務
め
た

米
田
文
重
氏
が
栄
誉
に
浴
し

た
。

　
旭
日
双
光
章
に
は
、
伊
勢

崎
商
工
会
議
所
元
会
頭
で
伊

勢
崎
佐
波
ガ
ス
事
業
協
同
組

合
元
理
事
長
、
辻
商
店
元
社

長
の
辻
健
夫
氏
、
上
越
商
工

会
議
所
元
副
会
頭
で
ジ
ョ
ー

サ
ン
会
長
の
福
田

氏
、
霧

島
商
工
会
議
所
元
副
会
頭
で

山
内
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
社
長
、

国
分
プ
ロ
パ
ン
協
業
組
合
代

表
理
事
の
山
内
昌
一
郎
氏
の

３
人
が
輝
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
道
明
（
ひ
ろ
せ
・
み

ち
あ
き
）
氏
　
１
９
７
４
年

４
月
東
京
ガ
ス
入
社
。
２
０

０
９
年
取
締
役
常
務
執
行
役

員
総
合
企
画
部
・
広
報
部
・

関
連
事
業
部
、
12
年
代
表
取

締
役
副
社
長
執
行
役
員
リ
ビ

ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
長
を

経
て
14
年
社
長
に
就
任
。
18

年
４
月
か
ら
取
締
役
会
長
。

森
川
氏（
旭
重
）、秋
元
氏（
旭
中
）

廣
瀬
氏（
旭
大
）ら
に
栄
誉

春の叙勲

瀬道明氏

森川桂造氏

秋元耕一郎氏

島竜彦氏

藤田健慈氏

辻健夫氏

福田 氏

山内昌一郎氏

18
年
６
月
か
ら
21
年
３
月
ま

で
日
本
ガ
ス
協
会
会
長
を
務

め
た
。
１
９
５
０
年
10
月
２

日
生
ま
れ
、
72
歳
。

森
川
桂
造
（
も
り
か
わ
・

け
い
ぞ
う
）
氏

71
年
東
京

外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

卒
、
大
協
石
油
入
社
。
２
０

０
０
年
コ
ス
モ
石
油
取
締
役

企
画
１
部
長
、
02
年
常
務
企

画
１
部
長
、
06
年
代
表
取
締

役
専
務
、
08
年
副
社
長
を
経

て
、
15
年
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長

に
就
任
。
17
年
代
表
取
締
役

会
長
、
20
年
６
月
相
談
役
。

公
職
は
日
本
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
協
会
会
長
や
日
本
ア
ラ

ブ
協
会
会
長
（
現
職
）
な

ど
。
１
９
４
８
年
１
月
29
日

生
ま
れ
、
75
歳
。

秋
元
耕
一
郎
（
あ
き
も
と

・
こ
う
い
ち
ろ
う
）
氏

84

年
９
月
か
ら
秋
元
ガ
ス
社
長

を
務
め
る
。
団
体
要
職
と
し

て
、
２
０
０
４
年
５
月
鹿
児

島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
会
長
、

鹿
児
島
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
商

工
組
合
理
事
長
（
現
職
）、

13
年
６
月
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
議
会
会
長
、
18
年

６
月
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
会

長
を
務
め
た
。
１
９
４
８
年

９
月
15
日
生
ま
れ
、
74
歳
。

島
竜
彦
（
し
ま
・
た
つ
ひ

こ
）
氏

96
年
に
島
石
油

（
現
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
社

長
、
２
０
２
２
年
か
ら
取
締

役
会
長
。
公
職
で
は
、
14
年

５
月
か
ら
富
山
県
石
油
商
業

組
合
理
事
長
、
22
年
か
ら
全

国
石
油
協
会
副
会
長
な
ど
を

務
め
る
。
１
９
５
２
年
11
月

26
日
生
ま
れ
、
70
歳
。

藤
田
健
慈
（
ふ
じ
た
・
け

ん
じ
）
氏

75
年
東
京
ガ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
入
社
、
88
年
に

同
社
退
職
し
て
藤
田
産
業
入

社
。
２
０
０
２
年
に
社
長
就

任
、
21
年
か
ら
会
長
。
13
年

に
名
寄
商
工
会
議
所
会
頭
就

任
。
１
９
５
２
年
３
月
24
日

生
ま
れ
、
71
歳
。

米
田
文
重
（
よ
ね
だ
・
ふ

み
し
げ
）
氏

75
年
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修

了
、
通
商
産
業
省
（
現
経
済

産
業
省
）
入
省
。
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
を
経
て
87
年
７
月

〜
89
年
５
月
立
地
公
害
局
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
保
安
対
策
室
長
を
担

当
し
、
安
全
器
具
普
及
貢
献

表
彰
制
度
の
創
設
に
尽
力
。

94
年
東
北
通
産
局
公
益
事
業

部
長
、
97
年
近
畿
通
産
局
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
、
２
０

０
０
年
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
部
長
を
歴
任

し
、
退
官
後
に
東
北
電
気
保

安
協
会
専
務
理
事
を
務
め

た
。
１
９
４
９
年
11
月
28
日

生
ま
れ
、
73
歳
。

辻
健
夫
（
つ
じ
・
た
け

お
）
氏

66
年
吉
川
金
属
工

業
勤
務
、
68
年
辻
商
店
に
入

社
、
92
年
社
長
就
任
。
２
０

０
８
年
会
長
を
経
て
18
年
か

ら
取
締
役
相
談
役
。
団
体
歴

は
１
９
９
４
年
５
月
〜
２
０

０
４
年
５
月
群
馬
県
高
圧
ガ

ス
溶
材
協
会
長
、
08
年
７
月

〜
16
年
８
月
伊
勢
崎
佐
波
ガ

ス
事
業
協
同
組
合
理
事
長
、

19
年
11
月
か
ら
伊
勢
崎
商
工

会
議
所
会
頭
、
群
馬
県
商
工

会
議
所
連
合
会
理
事
。
１
９

４
３
年
11
月
12
日
生
ま
れ
、

79
歳
。

福
田

（
ふ
く
だ
・
さ
と

し
）
氏

61
年
８
月
上
越
酸

素
商
会
（
現
ジ
ョ
ー
サ
ン
）

専
務
、
71
年
11
月
社
長
就
任

を
経
て
２
０
２
１
年
３
月
か

ら
会
長
。
01
年
５
月
か
ら
サ

ン
レ
ザ
ッ
ク
（
現
サ
ン
メ
タ

ル
工
業
）
社
長
も
兼
務
。
団

体
歴
は
15
年
３
月
〜
22
年
10

月
上
越
商
工
会
議
所
副
会

頭
、
16
年
11
月
〜
22
年
12
月

上
越
雇
用
促
進
協
議
会
長
。

１
９
４
１
年
11
月
16
日
生
ま

れ
、
81
歳
。

山
内
昌
一
郎
（
や
ま
う
ち

・
し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）
氏

89
年
９
月
か
ら
山
内
ガ
ス
セ

ン
タ
ー
社
長
を
務
め
る
。
２

０
０
４
年
〜
22
年
国
分
商
工

会
議
所
（
現
霧
島
商
工
会
議

所
）
副
会
頭
、
02
年
５
月
か

ら
国
分
市
プ
ロ
パ
ン
販
売
協

業
組
合
（
現
国
分
プ
ロ
パ
ン

協
業
組
合
）
代
表
理
事
。
１

９
４
７
年
10
月
24
日
生
ま

れ
、
75
歳
。

　【
お
こ
と
わ
り
】
８

日
号
は
連
休
の
た
め
休

刊
と
し
ま
す
。
次
号
は

15
日
号
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

石
油
化
学
新
聞
社

　
岩
谷
産
業
（
本
社
・
大

阪
、
東
京
、
間
島
寛
社
長
）

と
完
全
子
会
社
の
エ
ネ
ラ
イ

フ
（
同
・
東
京
、
清
水
尚
之

社
長
）
は
、
輸
入
基
地
隣
接

で
こ
れ
ま
で
ロ
ー
リ
ー
出
荷

の
み
を
担
っ
て
き
た
「
根
岸

液
化
ガ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
敷

24
年
稼
働

根
岸
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

供
給
強
化
へ
新
充
填
所

岩谷産業と
エネライフ

地
内
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ

ー
充
填
所
を
建
設
す
る
。

　
年
間
５
万
㌧
の
製
造
能
力

（
１
日
８
時
間
稼
働
時
）
を

有
し
、
関
東
エ
リ
ア
で
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
供
給
体
制
の
強
化
を

図
る
。

　
３
月
31
日
に
起
工
式
を
行

っ
た
。
稼
働
開
始
は

24
年
初
頭
を
予
定
し

て
い
る
。

　
新
充
填
所
「
根
岸

液
化
ガ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル

Ｌ
Ｐ
Ｇ
シ
リ
ン

ダ
ー
充
填
所
」
は
横

浜
市
磯
子
区
新
磯
子

町
34
の
根
岸
液
化
ガ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
延
べ
床

面
積
２
１
９
８
平
方
㍍
の
鉄

骨
造
構
造
。
回
転
式
全
自
動

充
填
機
14
連
×
２
基
を
備

え
、
24
時
間
稼
働
も
可
能
だ
。

　
施
主
の
根
岸
液
化
ガ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
（
本
社
・
横
浜

市
、
清
水
尚
之
社
長
）
に

は
、
岩
谷
産
業
が
昨
年
６
月

に
東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
か
ら

株
式
を
取
得
し
て
事
業
承
継

し
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ラ

イ
フ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
エ
ネ
ラ
イ
フ
が
51
％
、
岩

谷
産
業
が
49
％
を
出
資
し
て

い
る
。

　
今
回
、
１
次
基
地
で
あ
る

根
岸
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
３
次
基
地
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
都
圏

地
区
に
お
け
る
輸
入
玉
の
直

完
成
予
想
図
。
赤
く

囲
ん
だ
部
分
が
今
回

の
建
設
個
所

翌25日は福岡で地方都市では４年ぶり

Ｇ
　
Ｈ
　
Ｐ

フ
ォ
ー
ラ
ム

広島会場には70人が参加した

75人が参加した福岡会場

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
清
水
尚
之
理
事
長
）
が
主
催
す
る
「
第
25
回
Ｇ
Ｈ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

「
省
電
力
・
省
Ｃ
Ｏ

・
省
コ
ス
ト
〜
い
ま
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
特
長
を
い
か
す
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
月
24
日
の

広
島
会
場
（
広
島
市
、
広
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
会
館
）
で
開
幕
し
た
。
翌
25
日
に
は
福
岡
会
場
（
福
岡
市
、
パ

ピ
ヨ
ン
24
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
）
も
開
催
。
広
島
会
場
70
人
、
福
岡
会
場
75
人
が
参
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

や
災
害
対
応
、
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
仕
組
み
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
マ
イ
ク
ロ
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
活
用
法
を
学
ん
だ
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
昨

年
、
東
京
会
場
で
３
年
ぶ
り

の
会
場
開
催
を
行
っ
た
が
、

地
方
都
市
で
の
開
催
は
４
年

ぶ
り
と
な
る
。
今
後
は
７
月

20
日
に
名
古
屋
、
同
21
日
に

は
大
阪
で
も
開
催
が
決
ま
っ

て
お
り
、
東
京
と
仙
台
で
も

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
両
会
場
で
は
、
安
孫
子
徹

・
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

技
術
顧
問
に
よ
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
情
勢
と
Ｇ
Ｈ
Ｐ

営
業
」
、
備
前
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
田
川
晋
氏
に
よ
る

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
動
向
と
ガ
ス
Ｚ

Ｅ
Ｂ
の
進
め
方
」
の
２
講
演

を
中
心
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
を
見
据
え
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や

マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役

立
て
方
を
共
有
し
た
。

　
各
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
助

成
事
業
室
の
根
本
正
範
氏
に

よ
る
補
助
金
関
連
情
報
説
明

や
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
メ
ー
カ
ー
主
要

４
社
に
よ
る
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
事
例
紹
介
も
あ
っ

た
。
ま
た
広
島
会
場
で
は
、

２
０
２
２
年
度
Ｇ
Ｈ
Ｐ
・
マ

イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
販
売
事

例
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
広
島
ガ

ス
の
森
本
瑛
梨
子
氏
が
登

壇
。
地
元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
本
部
に
停
電

対
応
型
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
を

導
入
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
強
化

と
経
済
性
の
向
上
を
図
っ
た

事
例
を
解
説
し
た
。
福
岡
会

場
で
は
同
銀
賞
の
エ
ネ
ラ
イ

フ
・

橋
広
一
氏
が
登
壇

「
省
電
力
・
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省
コ
ス
ト
」テ
ー
マ

し
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
介
護

施
設
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
非
常
用
発
電
機
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
を
導
入
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
を
紹
介
し

た
。

　
広
島
会
場
で
あ
い
さ
つ
し

た
岡
部
智
之
・
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
普
及
促
進
部
会

長
は
「
広
島
で
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
は
２
０
１
９
年
以
来

と
な
る
が
、
中
四
国
の
幅
広

い
地
域
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
た
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
需
給
ひ

っ
迫
が
社
会
問
題
化
す
る
な

か
、
環
境
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
含
め
た
課
題
解
決
の
仕
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
ヒ
ン
ト
に
、
先

行
き
不
透
明
な
時
代
を
乗
り

切
る
知
恵
を
共
有
し
た
い
」

と
意
欲
を
述
べ
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー

（
野
倉
史
章
理
事
長
）
は
４

月
27
日
、
３
月
31
日
で
第
２

次
締
め
切
り
だ
っ
た
２
０
２

２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
の

補
助
事
業
で
あ
る
区
分
１
〜

３
の
各
事
業
に
つ
い
て
、
補

助
率
を
縮
小
す
る
こ
と
で
予

算
を
超
過
し
た
次
点
（
不
採

択
）
申
請
の
す
べ
て
を
採
択

す
る
こ
と
を
決
め
、
申
請
事

業
者
・
補
助
事
業
者
・
履
行

補
助
者
に
通
知
し
た
。

　
当
初
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記

載
の
優
先
順
位
に
沿
っ
て
採

択
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
想

定
の
倍
の
申
請
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、「
可
能
な
限

り
多
く
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者

に
補
助
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
」
を
重
要
視
し
た
経
済
産

業
省
の
判
断
に
沿
っ
て
補
助

率
を
変
更
す
る
も
の
。

　
変
更
後
の
補
助
率
は
、
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
等
導
入
事

業
（
区
分
１
）
と
配
送
車
両

導
入
事
業
（
同
２
）
が
５
分

の
４
か
ら
２
分
の
１
へ
、
充

填
所
自
動
化
設
備
導
入
事
業

（
区
分
３
）
が
10
分
の
10
か

ら
３
分
の
２
に
縮
小
さ
れ

る
。
補
助
率
縮
小
で
申
請
を

取
り
下
げ
る
場
合
、
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
る
。

振
　
　
興

セ
ン
タ
ー

第
２
次
補
正
予
算
補
助

補
助
率
縮
小
で
全
件
採
択

接
受
け
入
れ
と
払
い
出
し
が

可
能
に
な
り
、
物
流
面
で
の

大
幅
な
効
率
化
を
実
現
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
ジ
ク
シ
ス
（
本
社
・
東

京
、
田
中
惠
次
社
長
）
は
４

月
26
日
、「
２
０
５
０
年
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

挑
戦
」
と
題
す
る
活
動
方
針

を
発
表
し
た
。
安
定
供
給
の

責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
企
業

グ
ル
ー
プ
で
の
非
化
石
電
力

の
導
入
や
燃
料
転
換
の
促
進

な
ど
で
、
操
業
に
伴
う
直
接

排
出
量
（
ス
コ
ー
プ
１
と
同

２
）
を
30
年
に
20
年
比
90
％

削
減
、
50
年
に
カ
ー
ボ
ン
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

　
率
先
行
動
の
項
目
と
し
て

①
直
接
削
減
②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

低
炭
素
化
③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
へ
の

燃
転
④
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
脱
炭
素

化
⑤
ア
ン
モ
ニ
ア
に
よ
る
脱

炭
素
化
貢
献

―
の
５
点
を

掲
げ
た
。

　
ス
コ
ー
プ
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ

（
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ガ
ス
）

排
出
量
算
定
の
基
準
と
し
て

世
界
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
算

定
・
報
告
規
準
）
に
基
づ
い

た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
区

分
で
、
同
１
は
事
業
者
に
よ

る
直
接
排
出
。
同
２
は
他
社

か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気
、

熱
、
蒸
気
の
使
用
に
伴
う
排

出
を
指
す
。

　
ジ
ク
シ
ス
は
１
と
２
を
直

接
削
減
に
位
置
づ
け
、
自
社

利
用
電
力
の
非
化
石
化
、
社

用
車
に
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
の

利
用
を
進
め
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
低
炭
素
化

へ
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
活
用
、
普
及
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
原
料
と

す
る
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

ジ
ク
シ
ス

脱
炭
素
方
針
を
発
表

カ
ー
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ

50年

―
Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
ｒ
―
Ｄ
Ｍ
Ｅ
）

の
混
入
使
用
も
、
品
質
規
格

の
整
備
な
ど
を
前
提
に
検
討

す
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
へ
の
燃
転
は
、

船
舶
や
発
電
ボ
イ
ラ
ー
の
重

油
を
対
象
と
す
る
一
方
、
自

社
船
団
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
デ
ュ
ア

ル
フ
ュ
ー
エ
ル
船
へ
の
切
り

替
え
も
進
め
る
。
東
南
ア
ジ

ア
で
の
薪
や
木
炭
か
ら
の
燃

転
展
開
支
援
も
計
画
す
る
。

　
脱
炭
素
化
に
踏
み
込
む
た

め
、
日
本
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
普
及
促
進
協
議
会
を
通
じ

た
技
術
開
発
、
実
証
、
社
会

実
装
に
取
り
組
み
、
ス
コ
ー

プ
１
、
２
以
外
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
間
接
排
出
（
同

３
）
の
削
減
に
取
り
組
む
。

　
ア
ン
モ
ニ
ア
に
よ
る
脱
炭

素
化
は
、
輸
送
・
貯
蔵
分
野

の
既
存
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
イ
ン
フ
ラ

活
用
、
参
画
分
野
の
検
討
、

事
業
性
の
評
価
を
行
う
。




